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共同研究



研究概要

情報的健康の実現 情報カロリー表示システム

情報ドックの実現

インフォデミック対策 メディア・情報リテラシーの向上支援

インフォデミックが社会に与える影響

人工知能 人狼知能プロジェクト

C2C マーケットにおける復帰ユーザの分析

WEBメディアデータ 他者意見推定モデルによる多様な社会現象の説明

多言語における偽情報の特定

ソーシャルデータ分析 複雑ネットワークの構造的情報のマイニング

偽情報拡散インフルエンサーの分析

システムデザイン 多様なニュース記事の閲覧を促す推薦システム

交通手段選択



人工知能

人狼知能プロジェクト

AIは人狼をプレイできるのか？
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俺が人狼だ
バカめ・・・

！？

E

えっ，私
占い師なのに！

Bが人狼だと思う！
Eに投票する！

①目的：最強の人狼知能を作る
②手法：パラメータによって戦略変更可能なエージェント
③結果：人狼知能大会で優勝を目指す！プログラム初心者で
も人狼知能が作成可能に

𝑠1 𝑤1 𝑝1
𝑠2 𝑤2 𝑝2

①目的：人狼における戦略の進化を分析
②手法：上位戦略の発見に基づく戦略の進化シミュレーション
③結果：人狼知能の非収束性を証明

4

C2Cマーケットにおける復帰ユーザの分析

長い間サービスを利用していないユーザの復帰について、ビッグデータから分析

ユーザの復帰は予測できる？ ユーザの復帰は連動している？

結果：購入者側の予測には高い精度が現れた一方、販
売者側の予測の難しさが示唆。復帰するユーザには共
通する特徴が存在

手法：休眠中のユーザの特徴を定量化し、それを入力
とした機械学習モデルにより彼らの復帰を予測

目的：フォローしている販売者が復帰した際には、
購入者も復帰に至りやすいのか検証

目的：ユーザの復帰の予測可能性の検証、復帰に関わ
る要因の分析

手法：復帰購入者が復帰販売者の商品を購入した割合
を評価。フォローしている販売者が復帰した直後の購
入者の復帰率を分析

結果：復帰購入者は復帰販売者の商品を購入傾向。
販売者の復帰直後に購入者の復帰率が上昇

休眠中

休眠中

販売者

購入者

復帰

復帰

影響



WEBメディアデータ

他者意見推定モデルによる多様な社会現象の説明
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話題𝑠2𝑜𝑖

ො𝑜𝑖

0 1

0 1

意見G

意見G 意見B

意見B

話題𝑠1

他者の
推定意見

自分の意見

表明可能表明不可能

①目的：集団極性化，分極化，多元的無知のメカニズム解明→現象を抑える施策設計

②手法：他者意推定・対立回避を仮定し，
意見表明をシミュレーション

G
報酬

懲罰

G

B

③結果：各現象をシンプルなモデルから再現・説明反対

賛成 反対

沈黙

◼ 沈黙の螺旋現象による表明意見の極化
◼ 差別化による少数派/多数派の自己組織化
◼ 多元的無知の発生，維持，解消の再現

エ
ー
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ン
ト
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多言語における偽情報の特定

１．ネットワーク分析
・偽情報を共有するユーザは誰

２．トピックのクラスタリング
・彼らは何を話しているか

・どんな言語

３．各言語のユーザが
共有する偽情報は？



システムデザイン
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交通手段選択

移動時間は？
価格は？安定性は？

強化学習マルチエージェントシミュレー
ションを通じて，ユーザーのサービス選
択過程を分析．

複数の選択肢の中から，ユーザーは自身に最
適なサービスをどのように選択する？

新しいサービスはどのように普及する？

移動時間・安定性にぶれ

①背景・目的
• 過度なパーソナライズは社会の混乱を招く
• 多様なニュースの閲覧を促すにはどうすればよい？

②提案手法：
ユーザーが記事を閲覧→ 普段の興味関心から外れた関連記事を推薦

③結果：
• 閲覧記事が多様化
• 記事のクリック率も向上

多様なニュース記事の閲覧を促す推薦システム

エンタメ

エンタメ × 経済
提案手法

エンタメ × スポーツ

エンタメ × 政治



インフォデミック対策

インフォデミックが社会に与える影響
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デマや訂正情報の拡散と社会的混乱の関係を明らかにすることを試みる

目的

コロナ禍におけるトイレットペーパーの買い占め

分析対象

• 訂正情報は，購買行動を抑制するのに逆効果であった
• デマの信憑性に応じて，社会的混乱を抑制するために適切な訂正情
報の拡散量は変化する

• 「訂正ツイート，訂正売切ツイートをRTする前に，デマ情報を見て
いたユーザのみがRTをする」という指針が，社会的混乱を抑制する
のに効果的である

結果

メディア・情報リテラシーの向上支援

情報で溢れた世の中では，情報を精査して読み解くリテラシーが必要



ソーシャルデータ分析

複雑ネットワークの構造的情報のマイニング

目的：ノードの接続パターンに潜む有益な情報を発見したい
内容：ノードの構造的特徴を保った埋め込み表現の学習手法

のインフルエンサー ～ のインフルエンサー
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～

近く配置したい

偽情報拡散インフルエンサーの分析

①背景
YouTubeやTikTokにおける個人（インフルエ
ンサー）の情報発信の影響力が向上
→彼らを通して偽情報の拡散が懸念

②目的
偽情報拡散を担うインフルエンサーの特徴を分
析し、偽情報拡散を始めたきっかけと目的を明
らかにする

③手法
・ソーシャルメディア分析
・コミュニティ分析、自然言語処理

・動画、コメント投稿ログ

偽情報



情報的健康の実現

情報カロリー表示システム

①背景
見ているニュースがどういう意図で発信されたのか分からないとフェイク
ニュース等に騙される可能性
「健康的」な情報を目指す

②目的
情報に含まれる様々なメタ情報を数値化
ニュースの「栄養素」を可視化

③手法
・ニュースに含まれるメタ情報の抽出
・ソース，他の意見，関連情報

・クラスタリング，機械学習，ネットワーク

情報ドックの実現

①目的
情報的健康状態を可視化するシステ
ムの作成．

②手法
記事接触ログ，ソーシャルメディア
分析，クラスタ分析

③結果
・陰謀論への接触レベルの可視化
・エコーチェンバー度の可視化
・情報生活習慣チェック
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研究室での活動：研究・研究室会
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研究室での活動：学会発表
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研究室での活動：研究室旅行等
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研究室旅行

懇親会・歓送迎会・課外活動



メディアで取り上げられた研究成果
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2020-04-05日経新聞

2020-04-08共同通信

2020-05-06NHKニュース7

2018-04-19テレビ東京WBS

2022-01-05 毎日新聞 2022-02-09 毎日新聞
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他者意見推定モデルによる社会現象の説明

多言語における偽情報の特定

多様なニュース記事の閲覧を促す推薦システム

交通手段選択

メディア・情報リテラシーの向上支援

インフォデミックが社会に与える影響

複雑ネットワークの構造的情報のマイニング

偽情報拡散インフルエンサーの分析

情報カロリー表示システム

情報ドックの実現
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〒113-8656 東京都文京区本郷 7-3-1

東京大学本郷キャンパス工学部8号館

連絡先： tori@sys.t.u-tokyo.ac.jp

15


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3: 研究概要
	スライド 4: 人工知能
	スライド 5: WEBメディアデータ
	スライド 6: システムデザイン
	スライド 7: インフォデミック対策
	スライド 8: ソーシャルデータ分析
	スライド 9: 情報的健康の実現
	スライド 10: 研究室での活動：研究・研究室会
	スライド 11: 研究室での活動：学会発表
	スライド 12: 研究室での活動：研究室旅行等
	スライド 13: メディアで取り上げられた研究成果
	スライド 14: 研究テーマ一覧
	スライド 15

